
令和３年度 鶉小学校学校評価アンケート結果について 
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＜保護者評価＞ 
家庭や地域と連携して児童の安心

安全に努めることができました。また、
いじめの防止ならびに自己肯定感の醸
成なども高く評価していただきました。 

「読書に親しむ」や「身の回りを整頓
する」「誰かのために働く」、「約束やき
まりを守る」などは昨年同様に課題と分
かりました。 

奉仕の精神は、社会的自立につな
がる大切なものです。家庭の仕事や奉
仕活動を通して清々しさを実感させた
り、感謝の気持ちを伝えたりすることで
さら育んで参ります。 

②子どもアンケート 

1 　学校は，子どものよさや頑張りを認め，自己肯定感を育む教育をしている。

2 　学校は，分かる・楽しい授業に努め，子どもに学力を付けている。

3 　学校は，保護者や子どもの悩みや困りごとに寄り添い，真摯に対応している。

4
　学校は，いじめ防止基本方針（ホームページ参照）に沿ったいじめの防止や
対応に取り組み，温かい心の育成とよりよい関係づくりに取り組んでいる。

5
　学校は，家庭や地域と連携し，緊急時の情報発信や，非常時を想定した訓
練，環境衛生など，児童の安心・安全に努めている。

6 　学校は，タブレットなどICTを使った新しい教育活動に努めている。

7 　学校は，英語に親しみ，外国の文化に関心をもてるよう工夫している。

8
　子どもは，自他（家族・仲間・地域の人）の命の尊さを理解した行動をしてい
る。

9   子どもは，苦手なことに挑戦し，努力することのよさを感じている。

10 　子どもは，話す人を見て，最後まで話を聞くことができる。

11 　子どもは，理由をつけて思いや考えを話すことができる。

12 　子どもは，家庭学習に進んで取り組んでいる。

13   子どもは，週に1時間以上，読書に親しんでいる。

14
　子どもは，進んであいさつをしている。また，「ありがとう，ごめんなさい」をきち
んと言える。

15 　子どもは，家庭で身の回りの整頓や手伝い，掃除などを自分から行っている。

16 　子どもは，家庭や地域で温かい言葉で話したり，譲ったり，助け合ったりして
いる。

17
　子どもは，ゲームや携帯，テレビ，タブレットの約束や，きまりを守って生活し
ている。

18
　家庭では，子どもの話をよく聞いたり，よさや成長を見つけてほめたりしてい
る。

1 　先生は，自分のよいところや頑張っているところを認めてくれる。

2 　授業がよく分かる。学校が楽しい。

3 　先生は悩みや相談ごとに対し，親身に応じてくれる。

4
　人のいやがることをしていない。また，悲しい思いをしている子をそ
のままにしていない。

5
　日頃から，事故や災害，けが等から身を守れるよう，よりよく考え，判
断して行動している。

6 　タブレットを使って勉強することができる。

7
　英語で簡単なコミュニケーションをしたり，外国の文化を学んだりで
きて楽しい。

8 　自分の命も周り（家族・仲間・地域）の命を大切にした行動をしている。

9 　苦手なことに対してもあきらめずに取り組むことができる。

10 　話す人を見て，自分の考えと比べながら，最後まで聞くことができる。

11 　自分の考えをわけをつけて話すことができる。

12 　家庭学習に取り組む時間を決めて，自分から進んで行っている。

13 　1週間で1時間以上，読書をしている。

14   あいさつや返事，「ありがとう」「ごめんなさい」を自分から言える。

15
　学校や家庭で，身の回りの整理整頓や仕事，手伝い，掃除などを
進んで行っている。

16
　学校や家庭，地域で温かい言葉で話したり，ゆずったり，助け合っ
たりしている。

17
　ゲームや携帯，テレビ，タブレットの約束や，きまり，ルールを守って
いる。

18
　家の人は話をよく聞いてくれる。また，自分のよいところやがんばっ
ているところをほめてくれる。

4点満点 4点満点 

＜子ども評価＞ 
本年度も、大河内祥晴さんを招いた『いじ

めについて考える会』を機に、心を育む教
育活動を行い、自他の命を大切にする子ど
もを育てることができました。 

学力の面では、分かる授業や漢字学習
など、楽しんで学ぶ中でできるようになった
自分を自覚し、自己肯定感を高めることが
できました。次年度はさらに、努力すること
のよさに気付き、自ら挑戦して磨きをかける
子どもを育てて参ります。また、日々の生活
に問題意識をもち、主体的に関わり、省察
し、新たな課題を見いだすなど自己調整す
る力も伸ばして参ります。 

・本年度も命や人権の尊重、自己肯定感の醸成に力を入れて運営してきました。中でも、いじめ対策監による
日々の啓発活動や児童会活動、青少年赤十字モニター校の活動などを通じ、ゆたかでたくましい鶉の子を
育んできました。 

・学力向上においては、漢字学習の日、分かる・できる授業、ICT を活用した個別最適な学びの実践に従事
してきました。次年度は今年度の運営に加え、努力することの良さを実感できるよう指導して参ります。加え
て、英語や理科などをはじめ、専門性が要求される教科においては、教科担任制を導入し、質の高い授業
を提供して参ります。また、子どもの学びが充実するためには、教職員が快活に勤務し、じっくり教材研究に
取り組むことが欠かせないため、学校における働き方改革を進めながら、引き続き子どもに軸をおいた学校
運営を行って参ります。 

・規範意識や奉仕の精神は、社会に出た時に役立つ資質と考えます。学校と家庭、地域が連携して、日々の 
授業や学校行事、土曜授業などを生かし、子どもにそれらを学ぶ場を作り、繰り返し経験させ、伸びる言葉 
がけをして、主体的にできるようにしていきます。ゴールの姿を描いて、粘り強く取り組んで参ります。 

・読書量は昨年度よりも向上をしていますが、長い文章をじっくり読む力は引き続きの課題です。読書の量や 
時間を見える化する工夫やブックトーク、家族読書などを通して、読書好きな子を育てて参ります。 
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